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例言

1. 本書は、エフビーホールディングス株式会社が行う社屋建築に伴う長上呂遺跡群上聖端遺跡Wの発

掘調査報告書である。

2. 調査原因者

3. 調査主体者

4. 遺跡名および所在地

5. 調査期間及び面積

エフビーホールディングス株式会社代表取締役枷澤秀樹

佐久市教育委員会

長士呂遺跡群上聖端遺跡N(NNKN)

佐久市長土呂 15 8-1、15 8-3 

平成29年 5月29日,...,_,6月 7日（現場発掘作業）

平成29年 6月 8日,...,_,12月（報告書作成作粟）

2 5 2面

6. 調査担当者 冨沢一明

7. 本書の編集・執筆は冨沢が行った。

8. 本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡例

住居址(H) • 上坑(D)・掘立(F)
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2 調査体制

調査受託者

事務局

佐久市教育委員会

社会教育部長

文化振奥課長

企画幹

文化財調査係長

文化財調査係

教育長 糊澤晴樹

荻原幸一

小林義夫

小林登志郎

大塚広樹(4月,...__,9月） 塩川宏幸(10月～）

小林慄寿冨沢一明上原 学久保浩一郎 岩下琴

調査担当

調査員

冨沢一明

赤羽根篤

中澤登

岩崎重子

浅沼勝男

甘利隆雄

横尾敏雄

林まゆみ

小林敏雄

木内修一

依田好行

堀篭保子

渡辺学

堺益子 柳澤孝子 大矢志穂

赤羽根充江 田中ひさ子清水律子

橋詰勝子 橋詰信子 小林妙子

3. 調査日誌

平成29年 4月 3日 エフビーホールディングス株式会社より士木工事等のための埋蔵文化財発

掘の届出。

4月 5日 長野県教育委員会へ市教育委員会より 29佐教文振第1004-2号士木工事等の

ための埋蔵文化財発掘の通知について（副申）

4月10日 長野県教育委員会より 29教文第7-51号にて周知の埋蔵文化財包蔵地におけ

る士木工事等について（通知）

5月17日 エフビーホールデングス株式会社と市教育委員会により埋蔵文化財発掘調

査委託契約を締結。

5月29日,..._.,6月 7日 記録保存目的による開発対象地の発掘調査を行い、引き続き報

告書作成作業を行う。

6月 7日 埋蔵文化財の発見届を佐久警察署に行う。

7月 3S 長野県教育委員会より文化財認定がなされる。

4. 遺構・遺物の概要

遺構 竪穴住居址 3 軒（奈良• 平安） 掘立柱建物址 2棟

遺物 土師器・須恵器（坪・甕．壺） 石製品（磨り石） 鉄製品（鉄鏃）

5 標準土層

今回の調査地点は南西側に僅かに傾斜

する田切り台地上で、基本層序は 3層に

分かれ、 1II層上面が遺構確認面である。

確認面深さは地表より 30,..._.,50cmほどであ

った。

第 I層 10YR5/1褐灰色土

耕作士しまり弱い。

第1I層 10YR2/1黒色土

軽石粒を多く含む。

第1II層 10YR6/8明黄褐色上

Pl層で上部に漸移層あり。

表土除去状況
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6. 調査の方法

遺構調査
住居址は均等に 4分割し、対面する 2区画を掘り下げ土層の観察・記録を行った後完掘し、床面を

精査した。柱穴．炉・カマド等は適宜分割し、土層の観察・記録を行い、最終的に平面の記録を行っ

た。遺物は分割した各区毎に取り上げ、床面上の遺物に関しては連続するNoを付け 3次元の記録を行

い取り上げた。土坑は長軸方向に沿って 2分割し、半裁により土層の観察・ 記録を行った後完掘した。

遺物は遺構Noで一括した。溝址は短辺方向に任意の場所で区分し、土層を観察・記録した。遺物は区

毎に取り上げた。遺構外の遺物はグリッド毎に取り上げた。

遺構測量

平面医・断面図ともに調査区内に設定した基準杭を利用した遣り方測量により調査担当及び調査員

が実施し、縮尺は1/20を基本とした。

遺構・遺物の整理等

遣物洗浄は手で竹ブラシを用い行い、室内で自然乾燥させた。注記は白色のポスターカラーにより

行い、薄めたラッカーをその上から塗布した。遺物接合はセメダインCを使用し、遺物復元の際の充

当材はエポキシ系樹脂を用いた。遺物実測は手取りで行った。遺物の保管に際しては報告書を台帳と

して、報告書掲載遺物と未掲載遺物に区分し、コンテナに分類ラベルを貼り収蔵庫に収納した。

図面は遺構を1/40で修正、遺物を1/1で実測し、それぞれ仮図版を作成した。

写真・報告書

現場での写真は、デジタルー眼レフカメラによるRAW画質モードと、 35mm—眼レフカメラによるカラ

ーリバーサルで同ーカットを各々記録した。遺物写真はデジタルー眼レフカメラで撮影し、 EPSデータ

形式で報告書に使用した。報告書文章と挿図はアドビ社製の「イラストレーター」で作成し、表につい

てはマイクロソフト社の「エクセル」で作成した。写真・拓本はアドビ社製「フォトショップ」により

補正加工を行った。これらを最終的に「イラストレーター」により頁単位で編集し、印刷原稿とした。
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第II章遺構と遺物
1 . 竪穴住居址

(1) H 1号住居址

本址は調査区南側で検出された。形態は方形である。規模は、長軸4.17m・短軸3.56mを測る。床面

積は15.14面を測る。壁深さは南壁中央で最大0.54mを測る。住居主軸方位はN-22°-Wを示す。床は

全体に硬質で、全体に貼床が施されていた。ピットは 4か所で検出された。各ピットの規模は p1が

径0.47m・ 深さ0.47m、P2が径0.48m・深さ0.50m、P3が径0.26m・ 深さ0.16m、P4が径0.41m・ 深さ

0.09mを測る。 p1とP2は検出位置より入口施設と考えられる。

カマドは北壁中央部に構築され、袖部は良質な粘土により構築されていた。火床部はよく焼けてい

た。住居掘り方は住居の北壁と東壁よりが一段深く掘り込まれていた。

本址からの出土遺物は住居北東コーナー付近からまとまって出土した。 1と2は須恵器有台坪、 3

,...._, 6は須恵器坪、 7は士師器坪で、内面黒色処理が施されている。 8,-....,10は士師器甕で、 9と10はい

わゆる「武蔵甕」と呼ばれるものである。 11は鉄鏃である。

本址はこれら出土遺物から 8世紀後半に位置づけられる。
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I. 褐灰色土(IOYR4/1) しまり・粘性あり。白色の粒子を多蘊に含む。

2. 黒褐色土(IOYR3/2) しまり・粘性あり。

3. 褐色士(IOYR4/4) しまり弱い。粘性あり。焼士・粘士を多量に含む。

4. 暗褐色土(IOYR3/4) しまり・粘性ややあり。ローム粒子を多呈に含む。

5. 黒色土(IOYR2/1) しまり・粘性ややあり。ローム粒子を少量含む。

6. 暗褐色士(IOYR3/4) しまり・粘性ややあり。

7. 黄褐色士(IOYR5/6) しまり・粘性あり。ローム粒子・ロームブロックを多量に含む。

8. 明赤褐色土(2.5YR5/8) しまり・粘性弱い。焼土の崩れ。

9, 黒褐色土(IOYR3/2) しまり・粘性ややあり。ロームブロックを含む。

10. 褐色土(10YR4/6) しまり・粘性弱い。ローム粒子を多量に含む。

II. にぶい黄橙色土(IOYR6/4) しまり・粘性弱い。

12. 明赤褐色土(2.5YR5/8) しまり・粘性弱い。ぼそぼそした焼土。

13. にぶい黄橙色土(10YR6/4) しまり・粘性あり。非常にかたい粘土屠（ソデ土）

14. 黒褐色土(10YR2/3) しまり・粘性弱い。

15. にぶい黄褐色土 (10YR4/3) しまり・粘性あり。 ~2~3cmのロームブロックを多量に含む。

16. 灰黄褐色土(10YR4/2) しまり・粘性弱い。

17. 黒褐色土(10YR3/l) しまり・粘性あり。が 2~3cmのロームブロックを少墓含む。

第4医 Hl号住居址実測図
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第 5図 Hl号住居址出土遺物実測図

(2) H 2号住居址

本址は調査区中央で検出された。形態は方形である。規模は、東西の長軸4.18m・ 南北の短軸3.95m

を測る。床面積は16.27面を測る。壁深さは北東コーナーで最大0.29mを測る。住居主軸方位はN-14°

-wを示す。床は全体に硬質で、特にカマド前面が顕著であった。貼床は全体に施されていた。ピット

は4か所で検出された。 p1から P4は主柱穴で、ピット間隔はPl-P2間が2.56m、Pl-P4間

2.90mを測る。それぞれのピットは柱痕が確認できた。各ピットの規模はp1が径0.29m・ 深さ0.53m、

P2が径0.28m・ 深さ0.48m、P3が径0.34m・ 深さ0.56m、P4が径0.37m・深さ0.52mを測る。

カマドは北壁中央部に構築されており、袖部は良質な粘士により構築されていた。火床部はよく焼

けていた。住居掘り方はほぼ均ーであったが、カマド前面は一段深く掘り込まれていた。

本址からの出土遺物は覆士を中心に出士した。 1は須恵器坪の体部破片である。外面に焼成前の記

号的な印が確認できる。この印はヘラ記号とは異なり、スタンプ的な刻印の形状を示しており注目さ

れる。 2は須恵器の長頸壺の口縁部から頸部で、 3と同一個体の可能性がある。 3は須恵器壺の胴部

と考えられる。 4は須恵器甕の口縁部である。 5,....,__, 7は士師器甕である。 8は砥石であり、三面の砥

面が確認できる。

本址からの出士遺物は少なく、不確実であるが 8世紀代に位置づけられると考える。

(3) H 3号住居址

本址は調査区西寄りで検出された。西側が調査区域外となる。形態は方形と考えられる。規模は、

推定で東西の長軸3.48m・ 南北の短軸2.80mを測る。床面積は検出部分で6.52rrl, 推定で9.52面を測る。

壁深さは南東コーナーで最大0.43mを測る。住居主軸方位はN-2°-Wを示す。床は全体に硬質であっ

た。貼床は全体に施されていたが、中央部分は非常に薄かった。ピットは 2か所で検出された。各ヒ°

ットの規模はp1が径0.36m・ 深さ0.36m、P2が径0.32m・ 深さ0.30mを測る。

カマドは北壁中央部に構築されており、袖部は礫と粘士により構築されていた。火床部はよく焼け

ていた。煙道部には上師器甕が据え付けられており、煙出しとして使用されていた。住居掘り方は東

壁よりが大きく深く掘り込まれており、掘り込みは畝状に凹凸が激しかった。

本址からの出士遺物は覆土を中心に多く出士し、 12点を図示した。 1は須恵器蓋であり、赤褐色を呈

する。 2は須恵器有台坪である。底部は回転糸切りである。 3,....,__,5は須恵器坪である。 4の底部は回転

ヘラ切り、 6は底部ヘラケズリを施し、 3と5は底部回転糸切りである。 7は須恵器横瓶の胴部の破片

と考えられる。ナデの成形がなされている。 8は須恵器の大甕胴部破片である。自然釉の付着が確認で

きる。 9,....,__,12は士師器甕である。いわゆる「武蔵甕」と呼ばれるもので、 9は煙道部に使用されていた。

本址は出士遺物より 8世紀後半に位置づけられると考える。
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2 掘立柱建物址

(1) F 1号掘立柱建物址

本址は調査区北側で検出された。形態は長

方形の側柱式建物址である。規模は、桁行が

Pl-P4が4.20m、P6-P9が4.08m、梁

1子が Pl-P9が3.0lm、P4-P6が2.86m

を測る。ピット間に囲まれた面積は12.24面

を測る。長軸方位はN-74°-Eを示す。ピッ

トは11か所で検出された。各ピットの規模は

p 1が径0.50m・ 深さ0.47m、P2が径0.80m 

・深さ0.35m、P3が径0.50m・ 深さ0.25m、

P4が径0.75m・ 深さ0.42m、P5が径0.83m

・深さ0.23m、P6が径0.46m・ 深さ0.27m、

P7が径0.55m・ 深さ0.37m、PSが径0.96m 

・深さ0.32m、pgが径0.77m・ 深さ0.48m、

PIOが径0.49m・ 深さ0.19m、Pllが径0.58m・ 

深さ0.28mを測る。柱痕を示すような堆積は

確認されなかった。また、 Pllがあることか

ら、 Pl-P9は下屋的な機能も考えられる。

本址からの出士遺物はPl・P6・P9・

Pll・P12の各ピットより土師器甕片、土師器

坪片等が出士したが、図示できるものはなか

った。しかし、これらいずれの破片も古墳時

代後期の所産を示すものであった。
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1. 黒色土(10YR2/l)) しまり・粘性あり。

2. 黒褐色土(10YR3/2) しまり・粘性ややあり。
ローム粒子を多量に含む。
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第8図 F 1号掘立柱建物址実測図

(2) F 2号掘立柱建物址

本址は調査区東側で検出された。形態は長方形

の側柱式建物址である。規模は、桁行が P3-P

5が3.35m、梁行が Pl-P3が3.22mを測る。ピ

ット間に囲まれた面積は9.84吋を測る。主軸方位

はN-23°-Wを示す。ピットは 8か所で検出され

た。各ピットの規模はp1が径0.48m・ 深さ0.25m、

P2が径0.53m・ 深さ0.20m、P3が径0.48m・ 深

さ0.38m、P4が径0.36m・ 深さ0.16m、P5が径

0. 58m・ 深さ0.34m、P6が径0.41m・深さ0.21m、

P7が径0.60m・ 深さ0.26m、P8が径0.44m・ 深

さ0.37mを測る。柱痕を示すような堆積は確認さ

れなかった。また、 P2とP6が柱間よりずれる

為、本址に伴わない可能性もある。

本址からの出土遺物はPl・P2・P4・P5

・P7・P8の各ピットよりいわゆる「武蔵甕」

と呼ばれる土師器甕片が出土したが、図示できる

ものはなかった。

本址の帰属時期は不明である。
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3. 土坑とピット
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2. 黒褐色土(10YR2/2) しまり・粘性あり。

~2-3cmの軽石を多量に含む。

3. 褐色土(10YR4/4) しまり・粘性ややあり。
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第10図 Dl号土坑及びヒ゜ット実測医

4. 調査の成果

今回の発掘調査は252rriだいう極限られた範囲での発掘調査となったが、竪穴住居址が 3軒検出され

た。これにより II区と 11I区を合わせると 12軒の竪穴住居址(P10参照）が調査された事となる。このうち

所産時期が大きく異なるのは11I地区の北西隅に検出されたH4号住居跡が古墳時代後期であり、その

ほかの11軒の住居址はいずれも 7世紀末から 8枇紀代の範疇として捉えられる。また、これらの住居

址群は規模の大小を持ちながら、各遺構は重複せずある程度の距離を置いて存在することから、同時

併存の可能性も指摘できる。また、竪穴住居址に添うように掘立柱建物址も検出されている事から、

奈良時代頃の集落の一端を調査したことになろう。近接する聖原遺跡ではこの 8世紀代の集落が、上

聖端遺跡付近には広がっておらず、今回の調査地点から西方向に、田切り台地縁辺に添って集落が形成

されていたことが推測できる調査成果となった。今後は聖原遺跡側で確認されている各エリアの集落

が、各々では集落内容が同じなのか、違いがあるのか検証していく必要があろう。以上雑駁ではある

が調査のまとめとしたい。
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第 1表遺物観 察表

法 • 成形・調整・文様 推定値（）残存値＜＞丸底●
H1 種別 器種

口径（長）底径（幅）器忘（厚） 内面 外面 備考 出土位置

1 須恵器 有台坪 12. 8 9. 3 3. 2 ロクロナデスリ ロクロナデ→回転糸切り→尚台貼付 完全実測 m区 ・N区

2 須恵器 有台坪 (13. 0) 9. 3 4.1 ロクロナデ ロクロナデ→回転糸切り→高台貼付 完全実測

3 須恵器 坪 14. 2 7. 2 4. 0 ロクロナデ ロクロナデ→底部手持ちヘラケズリ・火だすき痕 完全実測

4 須恵器 坪 13. 1 6. 8 3. 5 ロクロナデスリ 火だすき痕 ロクロナデ→右回転糸切り・火だすき痕 完全実測

5 須恵器 坪 (13. 6) 6. 5 4.1 ロクロナデ火だすき痕 ロクロナデ→右回転糸切り・火だすき痕 完全実測

6 須恵器 坪 (13. 8) (7. 2) 4. 3 ロクロナデ火だすき痕 ロクロナデ→回転糸切り 回転実測 m区

7 士師器 坪 (14.1) 7. 3 4. 7 ヘラミガキ→黒色処理 ロクロナデ底部・底部外周 完全実測

8 土師器 甕 く5.6) ヘラナデ ヘラケズリ 完全実測

， 土師器 甕 (19. 4) く8.O> ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 11区

10 土師器 甕 4. 6 く6.5> ヘラナデ ヘラケズリ 完全実測 I区

No. 器種 I 素材 I最大長 I最大幅 I最大厚 I重星 I 備考 I出土位謳

11 金属製品 1 鏃 I <3. 9〉 I<I. 4> I <O. 8> I I下部欠損 Irr区

H2 穫別 器種
法 量 成形・調整・文様 推定値（）残存値＜＞丸底●

口径（長）底径（幅）器高（厚） 内面 外面 備考 出土位置

1 須恵器 坪 ロクロナデ ロクロナデ 断面実測 I区

2 須恵器 壺 5. 9 く9.2> ロクロナデ自然釉付培 ロクロナデ 自然釉付着 完全実測 P4 

3 須恵器 壺 (8. 6) く113〉 ロクロナデ ロクロナデ平行タタキ 回転実測 1区

4 須恵器 甕 25. 2 く8.3) ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 I区

5 土師器 甕 (22. 6) く16.6〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 I区・ 11区

6 土師器 甕 (23. 0) く208〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 I・II・IV区・P2

7 土師器 甕 (25. 8) く285〉 ヘラナデ ヘラケズリ 完全実測 カマド・ 11区

No. 器種 I 素材 I最大長 I最大幅 I最大厚 I重量 I 備考 I出土位置

8 石器 I 砥石 I 10. 4 I s. 1 I 4. 3 I 49og I砥面数3 正面使用痕顕著 I 
法 量 成形・調整・文様 推定値（）残存値＜＞丸底●

H3 種別 器種

口径（長） 底径（幅） 器高（厚） 内面 外面 備考 出土位置

1 須恵器 蕪 (13. 4) 3. 0 ロクロナデ ロクロナデ→天井部回転ヘラケズリ→つまみ貼付 回転実測 I区

2 須恵器 有台坪 (12. 3) 9. 3 3. 6 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 完全実測 1区

3 須恵器 坪 (13. 2) (6. 8) 4.1 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 火だすき痕 回転実測 I区

4 須恵器 坪 (13. 9) 8. 7 3. 5 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転ヘラ切り 火だすき痕 完全実測 1区

5 須恵器 坪 (14. 0) (6. 8) 3. 9 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 火だすき痕 回転実測 I区

6 須恵器 坪 (14. 3) 7. 4 3. 8 ロクロナデ ロクロナデ→底部ヘラケズリ 火だすき痕 完全実測

7 須恵器 横瓶 ヘラナデ ヘラナデ 回転実測 I区

8 須恵器 甕 当て具痕 タタキメ 自然釉付着 断面実測 I区

， 土師器 武蔵甕 21. 0 く16.7〉 胴部ヘラナデ→口縁ヨコナデ 胴部ヘラケズリ→口縁ヨコナデ 完全実測 カマド・検出

10 士師器 武蔵甕 (21. 0) く6.0〉 ロ縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ ロ縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ 回転実測 カマド

11 土師器 武蔵甕 (21. 8) く8.6> 胴部ヘラナデ→口縁ヨコナデ ロ縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ 回転実測 カマド

12 士師器 甕 4. g く129〉 ヘラナデ 胴部ヘラケズリ 底部ヘラケズリ 完全実測 I区・ 11区

第 2表 ピット計測表 単位cm

No. 形態 径 深さ 土説 出土遠物 Nn 形態 径 深さ 土説 出土遺物

Pl 円形 60 21 セクあり 土師器甕1 P20 円形 42 20 セクあり 土師器甕1

P2 円形 56 27 P21 楕円形 86 27 

P3 円形 60 35 土師器高坪1 P22 円形 68 25 土師器尚坪1

P4 円形 44 16 P23 円形 66 23 

P5 方形 52 14 10YR2/1 土師器坪1 P24 楕円形 1. 27 36 10YR2/1 土師器坪1

P6 円形 44 14 10YR2/1 P25 円形 71 48 10YR2/1 

P7 円形 64 6 10YR2/1 P26 円形 70 33 10YR2/1 

P8 円形 64 67 10YR2/l P27 楕円形 1. 53 32 lOYRZ/1 

pg 円形 32 12 10YR2/l P29 円形 72 44 lOYRZ/1 

PlO 円形 32 23 10YR2/l P30 円形 68 56 lOYRZ/1 

Pll 方形 36 15 10YR2/l P31 円形 77 39 lOYRZ/1 

Pl2 方形 36 12 10YR2/l P32 円形 63 39 lOYRZ/1 

Pl3 円形 52 35 10YR2/l P33 円形 55 46 lOYRZ/1 

Pl4 円形 36 13 10YR2/l P34 円形 64 60 lOYRZ/1 

Pl5 円形 56 ， 10YR2/l 士師器甕1 P35 円形 52 40 lOYRZ/1 士師器甕l

Pl6 円形 32 14 10YR2/l P36 円形 52 27 lOYRZ/1 

Pl7 円形 69 23 10YR2/l 土師器甕4 P37 円形 60 36 lOYRZ/1 士師器甕4

Pl8 楕円形 66 24 10YR2/l P38 円形 56 29 lOYRZ/1 

Pl9 円形 41 25 10YR2/l P39 円形 56 24 lOYRZ/1 

「出土追物」の数字は小片を数えた数
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要 約
台地上に展開する古代の集落の一部分を調査した。周辺の調査事例と同様に奈良•平安時代の竪穴
住居が展開することが確認された。
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